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　新型コロナウイルス感染症が感染症法上の５
類に移行してから間もなく１年。瞬く間に世
界中に広がった感染症は人々の行動を制限し，
日々の暮らしや経済活動を一変させたが，喉元
を過ぎれば何とやら。今では過去の話となりつ
つある。
　それでも，当時，よく使われた言葉を思い出
すと，コロナ禍のあの頃がまざまざとよみが
えってくる。濃厚接触，ステイホーム，緊急事
態宣言，ロックダウン，ソーシャルディスタン
ス，３密，在宅勤務，不要不急，無観客，自
粛警察，ウィズコロナ，GoTo キャンペーン…。
世の中を覆っていた重苦しく冷たい空気感は今
でも忘れられない。
　戦う相手は突然変異を繰り返す不気味なウイ
ルス。正体不明の敵を前に不安や恐怖を抱くの
は人間として自然であり，多少ヒステリックに
なっても致し方ないであろう。
　ただ，報道に携わるものとして看過できな
かったのが，SNS を通じて真偽ない交ぜの情
報が瞬時に，しかも大量に拡散される「インフォ
デミック」が起きたことだ。それは感染場所と
感染者の特定に始まり，感染予防対策，重症化
リスク，後遺症，新開発のワクチンなどあらゆ
る話題に及び，流言とデマ，果ては陰謀論まで
飛び交った。
　インフォデミックはまた，深刻な中傷と差別
をもたらし，その矛先は医療従事者を含めた
ソーシャルワーカー，感染者と周辺の人々に向
かった。昼夜を問わず，感染リスクにさらされ
ながら検査と治療に明け暮れた皆さんも内心，
穏やかではなかっただろう。
　SNS はつまるところ，個人が一方的な情報
を発信する媒体である。中には正しい情報があ
るかもしれないが，個人的な感情や思い込みに
左右され，何らかの意図，もしくは悪意のある

情報も含まれる。それを鵜呑みにした人が「い
いね」のボタンを押し，リンクを張って，まる
で事実であるかのように広がっていく。
　善意が混乱を生んだケースもあった。2020年
２月に起きたトイレットペーパー騒動を覚えて
いるだろうか。twitter（現在のＸ）に「新型
コロナの影響で中国から輸入できず，品切れに
なる」とのデマが投稿され，最初はほとんど拡
散しなかったが，デマを否定する投稿と紙製品
の品薄を知らせる注意喚起の投稿が増加。これ
がテレビやニュースまとめサイトで取り上げら
れると，供給に問題はないと分かっているのに，
多くの人が「念のために」と買いだめに走った
のだ。
　当紙にも反省すべきことがある。自治体や地
域の主要企業が職員の感染状況を公表し始めて
以降，情報を収集し紙面で紹介していたが，同
じ業種でも公表，非公表の判断が分かれた。そ
の結果，公表している企業から客足が遠のき，
公表していない企業に流れるという事態が起き
た。非公表の企業でも感染者がいるはずなのに，
である。
　現代の私たちはデジタルシフトによる利便
性を享受しており，ネットやスマートフォン，
SNS がない時代には後戻りできない。だから
こそ，パンデミックや大規模な災害，紛争など
の非常時にインフォデミックに振り回されない
ためにも，「メディアリテラシー」を身に着け
ることが大切だ。
　メディアリテラシーとは「媒体の特性を理解
し，情報を正しく読み取り，適切に活用する
力」を意味する。生成AI の急速な技術革新で
フェイクニュースの蔓延が指摘される昨今だけ
に，その必要性はなおさらである。裏の取れた
確かな情報は，手前味噌だが新聞メディアを活
用していただきたいと思う。

株式会社デーリー東北新聞社 代表取締役社長
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